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沿岸の貧酸素化は水産資源の低下に直結する恐れがあり影響予測や対策は急務だが、実際の海洋

環境における多様な生物の貧酸素応答について知見は少ない。その理由として、貧酸素化の空間

規模や継続時間、貧酸素化した場所に生息する生物の量や多様性の程度、貧酸素以外の環境因子

による生物への影響の有無など、貧酸素とその前後におけるさまざまな変化を調査・研究するの

に適した海域は必ずしも多くない。 

 

長崎県の中央部に位置する大村湾は閉鎖性が極めて高く、季節性の貧酸素海域として知られる。

貧酸素水塊は 6 月中旬以降に底層で発達し、8 月には無酸素になることもある。大村湾内のプラ

ンクトン、ネクトンおよびベントスを含む多様な生物群の分布や現存量に関する調査/研究は比較

的古くから行われており（飯塚 1975）、貧酸素水塊の発達が、大型生物の活動や現存量の低下を

もたらす一方、真核微細藻類や細菌については、貧酸素期に赤潮形成や酸素消費活動が活発化す

ることなどが明らかにされている。 

 

こうした一連の知見を踏まえつつ、継続的な定点観測を 2013 年以降に続けてきた結果、湾内の

貧酸素化と生物応答について、現在までに新たに分かってきたことを以下に要約する。 

①貧酸素水塊中およびその直下の海底表層には特徴的な微生物（細菌）群集が形成される。 

②海底表層に棲息するメイオベントスの組成は水柱の酸素濃度を反映して鋭敏に変化する。 

③貧酸素の初期に底層水中へ魚類や鯨類（スナメリ）が頻繁に来遊する。 

④貧酸素水塊では微生物群集呼吸に起因する酸性化が進行する。 

 

このうち、①、②、および④は他の季節性貧酸素水域においても同様に成り立つと考えられるが、

③については比較可能な報告例が無い。現在、海面水温の上昇に連動して海洋の貧酸素化が地球

規模で進行しており、沿岸内湾域が受ける影響評価は身近な水産資源の持続的利活用にとって不

可欠である。今後は他の貧酸素水域における生物の生理、生態の解明にも取り組みを広げたいと

考えている。 
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